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趣
意
書 

一
御
神
事
之
節
相
勤
候
獅
子
之
儀
先
年
本
郷
ニ 

獅
子
無
之
以
前
ゟ
向
山
ニ
獅
子
有
之
、
雨
請
諫 

御
遷
宮
其
外
御
神
事
等
之
節
本
郷
ゟ 

依
招
請
相
勤
来
候
由
ニ
相
聞
候
、
其
後
中
組
ニ 

獅
子
出
来
以
来
二
頭
を
以
相
勤
来
候
、
夫
よ
里 

数
十
年
之
後
、
南
組
北
組
両
組
同
時
ニ
獅
子
出
来
、 

猶
又
年
を
経
、
新
井
ニ
獅
子
、
飯
森
ニ
打
囃
子 

是
又
同
時
ニ
出
来
、
以
来
獅
子
五
頭
、
打
囃
子
一
組 

平
地
新
田
獅
子
一
頭
、
都
合
七
組
ニ
而
相
勤
来
候
処 

三
十
八
九
ケ
年
以
前
平
地
新
田
神
明
宮
雨
請
御
礼 

諫
之
節
、
組
々
申
分
出
来
い
多
し
候
以
来
、
平
地
と 

不
和
ニ
相
成
り
猶
又
其
後
三
十
六
年
以
前
本
郷 

御
神
社
、
雨
請
御
礼
之
節
、
中
組
向
山
と
申
し
分 

出
来
い
多
し
、
夫
ゟ
以
来
雨
請
之
節
ハ
夜
諫
ニ
而 

御
礼
諫
等
之
節
ハ
、
獅
子
打
囃
子
共
立
会
相
止
メ
、 

神
子
之
舞
、
或
ハ
馬
之
塔
其
外
思
ひ
付
之
俄
事 

又
ハ
神
酒
参
等
ニ
而
相
済
来
候
付
、
兼
而
為
用
意 

相
備
置
候
獅
子
打
囃
子
等
も
不
用
と
相
成
り
、 

結
句
差
懸
り
俄
事
之
工
夫
等
ニ
心
を
遣
ひ
、
外
之 

手
間
隙
（暇
）相
懸
り
、
費
用
之
物
入
多
ク
面
白 

か
ら
ぬ
成
行
、
殊
ニ
組
々
互
ニ
意
趣
遺
恨
を 

相
含
ミ
、
不
和
合
之
姿
ニ
而
者
追
々
哀
徴
破
滅 

之
基
と
甚
以
歎
敷
、
然
處
神
妙
成
ル
願
有
之 

二
十
三
ケ
年
以
前
子
年
、
組
々
一
同
和
睦
出
来
仕
、 

本
郷
枝
郷
共
客
主
之
礼
を
盡
（尽
）シ
相
勤
来
候
処
、
又
候 

十
七
八
ケ
年
以
前
、
平
地
新
田
神
明
宮
雨
請
御
禮 

之
節
、
中
組
向
山
と
入
組
申
分
出
来
候
以
後
者
、 

組
々
我
情
を
申
募
り
、
新
旧
本
枝
之
心
を
争
ひ 

礼
を
失
ひ
、
意
趣
遺
恨
を
捽
候
風
俗
、
脇
よ
里 

見
聞
い
多
し
候
而
者
、
甚
以
見
苦
敷
、
為
躰
（
テ
イ
タ
ラ
ク
）
ニ

相
成
、 

全
ク
二
十
ケ
年
以
前
江
立
戻
候
様
ニ
も
可
相
成
哉
と 

昼
夜
之
悲
嘆
、
難
尽
言
語
候
、
雖
然
（
シ
カ
リ
ト
イ
エ
ド
モ
）
時

節
不
至 

而
者
、
組
々
和
熟
者
不
行
届
、
徒
ニ
相
過
候
処
、
時
成
越 

氏
神
御
本
社
、
及
大
破
難
捨
置
候
事
ニ
而
、
既
ニ 

御
造
営
之
儀
申
出
、
村
中
一
同
、
慈
志
之
執
持
を
以
、 

去
ル
酉
春
ゟ
御
普
請
ニ
取
懸
日
々
増
シ
御
造
作 

御
取
懸
シ
当
戌
正
月
上
旬
迄
ニ
新 

 

一
御
神
事
の
節
、
相
勤
候
獅
子
の
儀
、
先
年
本
郷
に 

獅
子
無
之
以
前
ゟ
向
山
に
獅
子
こ
れ
あ
り
、
雨
請
諫 

御
遷
宮
そ
の
外
御
神
事
等
の
節
、
本
郷
よ
り 

招
請
に
依
り
相
勤
め
来
り
候
由
に
相
聞
き
候
、
そ
の
後
中
組
に 

獅
子
出
来
以
来
ニ
頭
を
以
て
相
勤
め
来
り
候
、
そ
れ
よ
り 

数
十
年
の
後
南
組
北
組
両
組
同
時
に
獅
子
出
来 

猶
又
年
を
へ
、
新
居
に
獅
子
、
飯
森
に
打
囃
子 

是
ま
た
同
時
に
出
来
、
以
来
獅
子
五
頭
、
打
囃
子
一
組 

平
地
新
田
獅
子
一
頭
、
都
合
七
組
に
て
相
勤
め
来
り
候
処 

三
十
八
九
ケ
年
以
前
平
地
新
田
神
明
宮
雨
請
御
礼 

諫
之
節
、
組
々
申
分
出
来
い
た
し
候
以
来
、
平
地
と 

不
和
に
相
成
り
、
な
お
叉
そ
の
後
三
十
六
年
以
前
本
郷 

御
神
社
、
雨
請
御
礼
の
節
中
組
向
山
と
申
し
分 

出
来
い
た
し
、
そ
れ
よ
り
以
来
雨
請
の
節
は
夜
諫
に
て 

御
礼
諫
等
の
節
は
、
獅
子
打
囃
子
と
も
立
会
相
止
め 

神
子
の
舞
、
あ
る
い
は
馬
の
塔
そ
の
外
思
い
つ
き
の
俄
事 

ま
た
は
、
神
酒
参
り
等
に
て
相
済
し
来
り
候
に
つ
き
、
兼
ね
て
用

意
と
し
て
相
備
え
置
き
候
獅
子
舞
打
囃
子
等
も
不
用
と
相
成

り 

 
 
 

（
と
う
と
う
、
そ
の
場
か
ぎ
り
の
） 

結
句
差
懸
か
り
俄
事
の
工
夫
等
に
心
を
使
い
、
外
の 

手
間
暇
相
か
か
り
、
費
用
の
物
入
り
多
く
面
白 

か
ら
ぬ
成
行
き
、
殊
に
組
々
互
い
に
意
趣
遺
恨
を 

相
含
み
、
不
和
合
の
姿
に
て
は
追
々
哀
徴
破
滅 

の
基
と
甚
だ
も
っ
て
歎
か
わ
し
く
、
然
る
処
神
妙
な
る
願
こ
れ
有

り
二
十
三
ケ
年
以
前
子
年
組
々
一
同
和
睦
出
来
仕
り 

本
郷
枝
郷
と
も
客
主
の
礼
を
尽
し
相
勤
め
来
り
候
処
、
ま
た
ぞ

ろ
十
七
八
年
己
前
、
平
地
新
田
神
明
宮
雨
請
御
礼 

の
節
、
中
組
向
山
と
入
組
み
申
し
分
出
来
候
以
後
は
、 

組
々
我
情
を
申
し
募
り
、
新
旧
本
枝
の
心
を
争
い 

礼
を
失
い
、
意
趣
遺
恨
を
捽
（
も
つ
）
候
風
俗
、
脇
よ
り 

見
聞
い
た
し
候
て
は
、
甚
だ
見
苦
し
く
て
い
た
ら
く
に
相
成 

全
く
二
十
ケ
年
以
前
へ
立
戻
り
候
よ
う
に
も
相
成
べ
く
や
と 

昼
夜
の
悲
嘆
、
言
語
に
尽
く
し
難
く
候
、
し
か
り
と
い
え
ど

も
、
時
節
至
ら
ず 

て
は
組
々
相
和
熟
不
行
き
届
き
、
徒
に
相
過
し
候
処
、
時
成

越 氏
神
ご
本
社
、
大
破
に
及
び
、
捨
て
お
き
難
く
候
事
に
て
、
既
に 

 

御
造
営
の
儀
申
出
、
村
中
一
同
慈
志
の
執
持
を
以
っ
て 

去
ル
酉
春
よ
り
御
普
請
ニ
取
懸
り
、
日
々
増
シ
御
造
作 

御
取
懸
シ
（リ
？
）当
戌
正
月
上
旬
迄
に
新 
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御
本
社
并
玉
垣
等
ニ
至
迄
不
残
所
出
来
、
目
出
度 

御
遷
宮
も
被
為
在
、
難
有
御
儀
誠
ニ
時
節
能 

生
連
合
と
、
稀
成
御
造
営
、
御
取
持
申
上
候
儀
ハ
、 

全
ク
私
之
計
ひ
有
之
間
敷
、
御
神
徳
之
程
、 

可
信
可
仰
候
事
也
、
然
處
前
顕
之
風
躰
心
組
ニ
而 

御
遷
宮
之
御
悦
等
奉
申
上
候
而
者
、 

御
神
慮
ニ
不
相
叶
、
御
納
受
も
有
之
間
敷
并 

立
願
祈
祷
其
外
御
神
事
等
執
行
仕
候
而
も
、 

御
感
応
も
無
覚
束
都
而
御
神
封
之
程 

恐
多
ク
奉
存
候
、
誠
ニ
此
時
社
時
節
出
来
る
ら
ん
哉
（カ
） 

何
卒
我
儘
偏
執
之
心
を
改
、
意
趣
遺
恨
を 

抛
（
ナ
ゲ
）捨
テ
組
々
一
同
和
睦
い
多
し
、
村
中
無
餘
念 

御
遷
宮
之
御
営
、
挙
而
奉
申
上
度
奉
存 

組
々
江
和
睦
之
儀
申
談
候
處
、
速
ニ
和
睦
相
調
ひ
、 

是
則
時
節
出
来
と
ハ
申
那
可
ら
、
偏
ニ 

御
神
徳
之
奉
蒙
御
加
護
候
御
儀
、
長
久 

村
中
繁
栄
無
類
、
冥
加
至
極
難
有
奉
存
候
、 

依
之
、
新
旧
本
枝
之
差
別
を
舎
て
、
御
神
事 

之
節
順
席
改
格
左
之
通
可
被
相
心
得
事 

  
 

改
格
條
目 

一
本
郷
枝
郷
共
、
互
ニ
客
主
之
礼
を
尽
シ
本
郷
三
組
ハ 

御
神
事
執
行
之
行
司
役
と
相
定
メ
、
先
ツ
中
組
ゟ 

相
初
メ
、
夫
ゟ
南
組
北
組
と
一
組
ニ
而
一
ケ
年
宛 

隔
番
ニ
行
司
可
被
相
勤
候
、
然
上
ハ 

御
神
事
之
節
、
神
楽
執
行
之
儀
ニ
付
而
ハ
本
郷
三
組 

一
同
相
談
之
上
、
万
端
改
格
之
趣
意
、
無
違
却
取
計 

且
行
司
役
当
番
之
組
ゟ
順
席
道
順
等
、
夫
々 

組
々
江
挨
拶
可
被
致
候
、
且
御
宮
参
着
之
儀
外
組
ゟ 

早
行
打
上
り
候
様
被
心
懸
、
外
組
之
参
着
之
節
ハ 

御
宮
口
迄
出
迎
候
筈
之
事 

一
向
山
、
新
井
、
飯
森
三
郷
之
儀
ハ
、
各
客
分
と
相
定
メ 

 
 

御
神
事
執
行
方
之
儀
ニ
付
而
者
都
而
本
郷
三
組 

相
談
ニ
可
被
准
候
、
且
平
地
新
田
之
儀
、
別
格
之
客
分
と 

相
定
メ
雨
請
御
神
事
之
節
斗
仍
招
請
出
会 

之
筈
ニ
候
、
其
餘
御
神
事
之
節
ハ
出
会
無
之
筈
候
事 

但
平
地
新
田
、
神
明
宮
雨
請
之
節
ハ
本
郷 

三
組
枝
郷
三
組
共
別
格
之
客
分
と
相
定
メ 

右
六
組
依
招
請
出
会
之
筈
ニ
候
其
餘
ハ 

御
神
事
ニ
付
平
地
新
田
江
出
席
無
之
筈
之
事 

 
 

 

ご
本
社
な
ら
び
に
玉
垣
等
に
至
る
ま
で
残
ら
ず
で
き
、
目
出
度

く
御
遷
宮
も
在
ら
さ
れ
、
有
難
き
御
義
、
誠
に
時
節
よ
く 

生
ま
れ
あ
わ
せ
と
稀
な
る
御
遷
宮
御
取
持
申
あ
げ
候
儀
は 

全
く
私
の
計
ら
い
こ
れ
有
る
ま
じ
く
、
ご
神
徳
の
ほ
ど 

信
ず
べ
く
、
仰
す
べ
く
候
事
な
り
、
然
る
と
こ
ろ
前
顕
の
風
体
心

組
に
て
御
遷
宮
の
御
よ
ろ
こ
び
等
申
し
あ
げ
て
は 

御
神
慮
に
あ
い
叶
は
ず
、
御
納
受
も
こ
れ
あ
る
ま
じ
く
、
な
ら
び

に
立
願
祈
祷
其
外
御
神
事
等
執
行
仕
り
候
て
も 

御
感
応
も
覚
束
な
く
、
す
べ
て
御
神
封
の
ほ
ど 

恐
れ
多
く
存
じ
奉
り
候
、
誠
に
こ
の
時
社
時
節
出
来
る
ら
ん
か 

何
卒
わ
が
ま
ま
偏
執
の
心
を
改
め
、
意
趣
遺
恨
を 

抛
（ナ
ゲ
）捨
て
組
々
一
同
和
睦
い
た
し
、
村
中
余
念
な
く 

御
遷
宮
の
御
営
、
あ
げ
て
申
上
げ
奉
り
た
く
存
じ
奉
る 

組
々
へ
和
睦
の
儀
申
談
じ
候
と
こ
ろ
、
速
や
か
に
和
睦
相
整
い 

是
即
時
出
来
と
は
申
し
な
が
ら
、
ひ
と
え
に 

御
神
徳
の
御
加
護
を
蒙
り
奉
る
儀
、
長
久 

村
中
繁
栄
無
類
、
冥
加
し
ご
く
有
難
く
存
じ
奉
り
候 

こ
れ
に
よ
り
、
新
旧
本
枝
の
差
別
を
捨
て
、
御
神
事 

の
節
順
席
改
格
左
の
通
り
相
心
得
ら
る
べ
く
事 

 
 
 改

格
條
目 

一
本
郷
枝
郷
共
、
互
に
客
主
の
礼
を
尽
し
、
本
郷
三
組
は 

御
神
事
執
行
の
行
司
役
と
相
定
め
、
ま
ず
、
中
組
よ
り 

相
は
じ
め
、
そ
れ
よ
り
、
南
組
北
組
と
一
組
に
て
一
ケ
年
宛 

隔
番
に
行
司
相
つ
と
め
ら
る
べ
く
候
、
然
る
上
は 

御
神
事
の
節
、
神
楽
執
行
の
儀
に
つ
き
て
は
、
本
郷
三
組 

一
同
相
談
の
上
、
万
端
改
格
の
趣
意
違
却
な
く
取
は
か
り 

且
、
行
司
役
当
番
の
組
よ
り
順
席
等
そ
れ
ぞ
れ 

組
々
へ
挨
拶
い
た
さ
る
べ
く
候
、
且
、
御
宮
参
着
之
儀
外
組
よ
り 

早
行
打
上
り
候
様
心
が
け
、
外
組
の
参
着
の
節
は 

御
宮
口
ま
で
出
迎
へ
候
筈
の
事 

一
向
山
、
新
居
、
飯
森
三
郷
の
儀
は
、
各
客
分
と
相
定
め 

御
神
事
執
行
方
の
儀
に
付
て
は
す
べ
て
本
郷
三
組 

相
談
に
准
ぜ
ら
る
べ
く
候
、
且
平
地
新
田
の
儀
格
別
の
客
分
と 

相
定
め
雨
請
御
神
事
の
節
ば
か
り
招
請
に
よ
り
出
会
い 

の
筈
に
候
、
其
余
御
神
事
の
節
は
出
会
い
こ
れ
無
く
筈
候
事 

但
し
、
平
地
新
田
、
神
明
宮
雨
請
の
節
は
本
郷 

三
組
枝
郷
三
組
と
も
別
格
の
客
分
と
相
定
め 

右
六
組
招
請
に
よ
り
出
会
い
の
筈
に
候
、
そ
の
余
は 

御
神
事
に
つ
き
、
平
地
新
田
へ
出
席
こ
れ
な
く
筈
の
事 
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一
氏
神
八
幡
宮
御
遷
宮
諫
の
節
、
神
楽
順
の
儀
は 

先
ツ
向
山
よ
り
舞
初
め
夫
ゟ
新
井
飯
森
隔
番
、
本
郷 

三
組
ハ
行
司
役
当
番
之
組
舞
留
と
可
被
心
得
候 

御
宮
下
リ
順
之
儀
者
、
行
司
役
当
番
之
組
、
先
達
と 

し
て
、
夫
ゟ
向
山
、
新
井
飯
森
隔
番
、
本
郷
ニ
組
ハ 

先
行
司
役
之
組
お
さ
へ
と
可
被
心
得
候
、
勿
論
組
々 

御
宮
打
上
リ
之
儀
ハ
勝
手
次
第
之
事 

但
両
庄
屋
江
勤
方
之
儀
、
暮
ニ
及
ひ
難
行
届 

節
ハ
、
御
宮
下
り
順
之
儀
、
右
神
楽
順
同
様 

行
司
役
当
番
之
組
、
押
（抑
カ
）へ
と
可
被
心
得
事 

一
若
宮
を
初
、
外
御
末
社
之
内
御
遷
宮
之
節
者 

先
の
組
々
氏
神
ニ
而
打
揃
、
行
司
役
当
番
之
組 

案
内
先
達
と
し
て
、
向
山
、
新
井
、
飯
森
隔
番
、
本
郷 

二
組
ハ
先
行
司
役
之
組
於
さ
へ
と
可
被
心
候
、
神
楽 

順
之
儀
者
、
向
山
ゟ
舞
初
メ
夫
ゟ
新
井
飯
森
隔
番 

本
郷
三
組
ハ
行
司
役
当
番
之
組
、
可
為
舞
留
事 

但
弁
財
天
御
遷
宮
之
節
ハ
、
向
山
、
行
司
役 

案
内
先
達
、
神
楽
順
ハ
中
組
ゟ
舞
初
メ
夫
ゟ 

南
組
北
組
隔
番
、
新
井
飯
森
隔
番
、
向
山 

可
為
舞
留
候
、
御
宮
下
り
順
も
右
同
様
之
事 

一
毎
年
四
月
十
七
日
、
御
神
忌
諫
之
節 

神
楽
順
之
儀
并
御
宮
下
リ
順
等
之
儀
者
、
都
而 

氏
神
御
遷
宮
之
節
、
同
様
之
事 

一
毎
年
六
月
十
五
日
、
祇
園
祭
之
節
ハ
、
先
ツ
組
々 

氏
神
ニ
而
打
揃
、
行
司
役
当
番
之
組
、
案
内
先
達 

と
し
て
、
夫
ゟ
向
山
、
新
井
、
飯
森
隔
番
、
本
郷
二
組
ハ 

先
行
司
役
之
組
於
さ
へ
と
可
被
心
得
候
、
神
楽
順 

御
宮
下
リ
順
等
ハ
都
而
氏
神
御
遷
宮
諫
之
節 

同
様
之
事 

一
雨
請
之
儀
者
、
村
中
一
同
挙
而
、
祈
願
可
仕
筈
、
勿
論 

之
事
ニ
候
得
ハ
、
氏
神
并
外
御
末
社
、
阿
る
ひ
ハ
、 

高
神
御
勧
請
之
節
迚
も
本
郷
三
組
枝
郷
三
組 

平
地
新
田
共
都
合
七
組
不
残
立
合
之
筈
ニ
候
、
尤 

祈
願
中
夜
諫
并
雨
悦
ひ
諫
等
ハ
順
席
ニ
不
拘 

組
々
勝
手
次
第
之
事 

但
、
平
地
新
田
之
儀
者
、
別
格
之
客
分
、
招
請 

獅
子
之
儀
ニ
候
間
、
御
神
事
相
済
次
第 

御
宮
ゟ
直
ニ
引
取
候
様
、
挨
拶
可
被
致
候 

客
分
之
事
故
両
庄
屋
江
不
及
相
勤
事 

一
氏
神
八
幡
宮
雨
請
御
礼
諫
之
節
、
神
楽
順 

之
儀
者
、
先
ツ
、
平
地
新
田
ゟ
舞
初
メ
夫
ゟ
向
山
新
井 

飯
森
隔
番
、
本
郷
三
組
ハ
当
番
行
司
役
之
組 

一
氏
神
八
幡
宮
御
遷
宮
の
節
、
神
楽
順
の
儀
は 

先
づ
向
山
よ
り
舞
初
め
そ
れ
よ
り
新
居
飯
森
隔
番
、
本
郷 

三
組
は
行
司
役
当
番
の
組
舞
留
め
と
心
得
ら
る
べ
く
候 

御
宮
下
り
順
の
儀
は
、
行
司
役
当
番
の
組
先
達
と 

し
て
、
夫
よ
り
向
山
新
居
飯
森
隔
番
、
本
郷
二
組
は 

先
行
司
役
の
組
お
さ
え
と
心
得
ら
る
べ
く
候
、
勿
論
組
々 

御
宮
打
上
り
の
儀
は
、
勝
手
次
第
の
事 

但
し
両
庄
屋
へ
勤
め
方
の
儀
、
暮
に
お
よ
び
行
届
き
難
き 

節
は
、
御
宮
下
り
順
の
儀
、
右
神
楽
順
同
様 

行
司
役
当
番
の
組
押
さ
へ
と
心
得
ら
る
べ
く
候 

一
若
宮
を
初
め
、
外
御
末
社
の
内
、
御
遷
宮
は 

先
の
組
々
氏
神
に
て
打
ち
揃
い
、
行
司
役
当
番
の
組 

案
内
先
達
と
し
て
、
向
山
新
居
飯
森
隔
番
、
本
郷 

二
組
は
先
行
司
役
の
組
押
え
と
心
得
ら
る
べ
く
候
、
神
楽 

順
の
儀
は
、
向
山
よ
り
舞
始
め
そ
れ
よ
り
新
居
飯
森
隔
番 

本
郷
三
組
は
行
司
役
当
番
の
組
、
舞
留
と
す
べ
く
事 

但
し
、
弁
財
天
御
遷
宮
の
節
は
、
向
山
行
司
役 

案
内
先
達
、
神
楽
順
は
中
組
よ
り
舞
始
め
そ
れ
よ
り 

南
組
北
組
隔
番
、
新
居
飯
森
隔
番
、
向
山 

舞
留
め
さ
す
べ
く
候
、
御
宮
下
り
順
も
右
同
様
の
事 

一
毎
年
四
月
十
七
日
、
御
神
忌
諫
の
節 

神
楽
順
の
儀
並
び
に
御
宮
下
り
順
等
儀
は
、
す
べ
て 

氏
神
御
遷
宮
之
節
、
同
様
の
事 

一
毎
年
六
月
十
五
日
祇
園
祭
の
節
は
、
ま
ず
、
組
々 

氏
神
に
て
打
揃
い
、
行
司
役
当
番
の
組
、
案
内
先
達 

と
し
て
、
そ
れ
よ
り
向
山
新
居
飯
森
隔
番
、
本
郷
二
組
は 

先
行
司
役
の
組
お
さ
へ
と
心
得
ら
る
べ
く
候
、
神
楽
順 

御
宮
下
り
順
な
ど
は
す
べ
て
氏
神
御
遷
宮
諫
の
節 

同
様
の
事 

一
雨
請
の
儀
は
、
村
中
一
同
あ
げ
て
祈
願
仕
る
べ
く
筈
、
勿
論 

の
事
に
候
得
ば
、
氏
神
並
び
に
外
御
末
社
、
あ
る
い
は 

高
神
御
勧
請
の
節
と
て
も
本
郷
三
組
枝
郷
三
組 

平
地
新
田
と
も
都
合
七
組
残
ら
ず
立
会
の
筈
に
候
、
も
っ
と
も 

祈
願
中
夜
諫
並
び
に
雨
よ
ろ
こ
び
諫
等
は
順
席
に
拘
わ
ら
ず 

組
々
勝
手
次
第
の
事 

但
し
、
平
地
新
田
の
儀
は
、
別
格
の
客
分
、
招
請 

獅
子
の
儀
に
候
間
、
御
神
事
あ
い
済
し
だ
い 

御
宮
よ
り
す
ぐ
に
引
き
取
り
候
様
、
挨
拶
い
た
さ
る
べ
く
候 

客
分
の
事
故
、
両
庄
屋
へ
相
勤
め
に
及
ば
す
事 

一
氏
神
八
幡
宮
雨
請
御
礼
諫
の
節
、
神
楽
順 

の
儀
は
、
ま
ず
平
地
新
田
よ
り
舞
始
め
そ
れ
よ
り
向
山
新
居 

飯
森
隔
番
、
本
郷
三
組
は
当
番
行
司
役
の
組 
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舞
留
ニ
可
被
心
得
候
、
御
宮
下
り
順
之
儀
ハ
、
客
分 

平
地
新
田
下
リ
次
第
、
両
庄
屋
江
相
勤
候
節
ハ
当
番 

行
司
役
之
組
先
達
と
し
て
、
夫
ゟ
向
山
新
井
飯
森 

隔
番
、
本
郷
二
組
ハ
先
行
司
役
之
組､

押
へ
と
可
被 

心
得
候
、
若
シ
暮
ニ
及
ひ
、
庄
屋
方
難
相
勤 

御
宮
ゟ
直
ニ
引
取
候
節
者
、
平
地
新
田
ニ
続
キ
、
右 

神
楽
順
之
通
、
行
司
役
当
番
之
組
下
り
留
と
可
被 

心
得
事 

一
右
社
、
雨
請
御
礼
諫
之
節
、
氏
神
ゟ
道
順
之
儀
ハ
、 

行
司
役
当
番
之
組
、
案
内
先
達
と
し
て
、
夫
よ
里 

平
地
新
田
、
向
山
新
井
飯
森
隔
番
、
本
郷
ニ
組
ハ 

先
行
司
役
之
組
お
さ
へ
と
可
被
心
得
候
、
神
楽
順 

之
儀
者
、
氏
神
之
順
席
同
様
之
事 

一
弁
財
天
、
雨
請
御
礼
諫
之
節
ハ
、
向
山
行
司
役
と 

相
定
メ
、
本
郷
三
組
、
枝
郷
二
組
、
平
地
新
田
共
客
分 

た
る
辺
く
候
、
其
内
ニ
も
、
本
郷
三
組
ハ
格
別
と
可
心
得 

外
御
宮
ゟ
移
動
之
節
ハ
、
行
司
役
向
山
先
達
と
し
て 

夫
ゟ
中
組
、
南
組
、
北
組
隔
番
、
平
地
新
田
、
新
井 

飯
森
隔
番
と
可
被
心
得
候
、
神
楽
順
之
儀
ハ
、
中
組
ゟ 

舞
初
メ
、
南
組
北
組
隔
番
、
夫
ゟ
平
地
新
田
、
新
井 

飯
森
隔
番
、
向
山
ハ
可
存
舞
留
候
、
御
宮
下
リ
順 

之
儀
者
、
右
神
楽
順
同
様
、
向
山
ハ
下
リ
留
と
可
被
心
得
候 

尤
外
御
宮
江
移
動
之
節
者
、
本
郷
三
組
之
内 

行
司
役
当
番
之
組
先
達
と
し
て
、
夫
ゟ
平
地
新
田
、 

向
山
、
新
井
、
飯
森
隔
番
、
本
郷
二
組
ハ
先
行
司
役 

之
組
お
さ
へ
た
る
遍
く
候
、
且
平
地
新
田
、
神
明
宮
江
移
動 

之
節
者
、
平
地
新
田
先
達
と
し
て
、
夫
ゟ
中
組
、
南
組
、
北
組 

隔
番
、
向
山
、
新
井
飯
森
隔
番
と
可
被
心
得
事 

一
平
地
新
田
、
神
明
宮
雨
請
御
礼
諫
之
節
ハ
、
本
郷 

三
組
、
外
枝
郷
三
組
共
別
格
之
客
分
と
し
て
平
地 

新
田
之
儀
者
、
御
神
事
執
行
之
行
司
役
と
相
定
メ 

諸
事
前
顕
之
振
ニ
随
ひ
本
郷
并
外
枝
郷
共 

参
勤
之
節
者
、
御
宮
口
江
出
迎
ひ
候
様
、
可
被
致
候 

神
楽
順
之
儀
者
、
先
ツ
中
組
ゟ
舞
初
メ
、
夫
ゟ
南
組 

北
組
隔
番
、
向
山
、
新
井
飯
森
隔
番
、
平
地
新
田 

之
儀
者
、
可
存
舞
留
候
、
御
宮
下
リ
順
之
儀
者
、
右 

神
楽
順
同
様
、
平
地
新
田
下
り
留
と
可
被
心
得
候
、
且
外 

御
宮
江
移
動
之
節
者
、
本
郷
三
組
之
内
、
行
司
役 

新
井
飯
森
隔
番
、
本
郷
二
組
ハ
先
行
司
役
之
組 

於
さ
へ
と
可
被
心
得
事 

但
、
本
郷
三
組
、
枝
郷
三
組
共
、
客
分
招
請 

獅
子
之
儀
ニ
付
、
平
地
新
田
庄
屋
方
相
勤 

舞
と
め
に
心
得
ら
る
べ
く
候
、
御
宮
下
り
順
の
儀
は
、
客
分 

平
地
新
田
下
り
し
だ
い
両
庄
屋
へ
相
勤
め
候
節
は
当
番 

行
司
役
組
先
達
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
向
山
新
居
飯
森 

隔
番
、
本
郷
二
組
は
先
行
司
役
の
組
押
さ
え
と
心
得
ら
る
べ
く
候 

も
し
、
暮
に
お
よ
び
、
庄
屋
方
相
勤
め
が
た
く 

御
宮
よ
り
直
に
引
取
り
候
節
は
、
平
地
新
田
に
続
き
右 

神
楽
順
の
通
り
行
司
役
当
番
の
組
下
り
留
め
と
心
得 

ら
る
べ
く
候 

一
右
社
、
雨
請
御
礼
諫
の
節
、
氏
神
よ
り
道
順
の
儀
は 

行
司
役
当
番
の
組
案
内
先
達
と
し
て
、
そ
れ
よ
り 

平
地
新
田
、
向
山
新
居
飯
森
隔
番
、
本
郷
二
組
は 

先
行
司
役
の
組
抑
え
と
心
得
ら
る
べ
く
候
、
神
楽
順 

の
儀
は
、
氏
神
の
順
席
同
様
の
事 

一
弁
財
天
雨
請
御
礼
諫
の
節
は
、
向
山
行
司
役
と 

相
定
め
、
本
郷
三
組
、
枝
郷
二
組
、
平
地
新
田
と
も
客
分 

た
る
べ
く
候
、
そ
の
内
に
も
、
本
郷
三
組
は
格
別
と
心
得 

外
御
宮
よ
り
移
動
の
節
は
、
行
司
役
向
山
先
達
と
し
て 

そ
れ
よ
り
中
組
、
南
組
、
北
組
隔
番
、
平
地
新
田
、
新
居 

飯
森
隔
番
と
心
得
ら
る
べ
く
候
、
神
楽
順
の
儀
は
、
中
組
よ
り 

舞
い
は
じ
め
、
南
組
北
組
隔
番
、
そ
れ
よ
り
平
地
新
田
、
新
居 

飯
森
隔
番
、
向
山
は
舞
と
め
と
存
ず
べ
く
候
、
御
宮
下
り
順 

の
儀
は
、
右
神
楽
順
同
様
、
向
山
は
下
り
と
め
と
心
得
ら
る
べ
く

候
、
も
っ
と
も
外
御
宮
へ
移
動
の
節
は
、
本
郷
三
組
の
内 

行
司
役
当
番
の
組
先
達
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
平
地
新
田
、 

向
山
新
居
飯
森
隔
番
、
本
郷
二
組
は
先
行
司
役 

の
組
お
さ
え
た
る
べ
く
候
、
且
、
平
地
新
田
神
明
宮
へ
移
動 

の
節
は
、
平
地
新
田
先
達
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
中
組
南
組
北
組 

隔
番
、
向
山
新
居
飯
森
隔
番
と
心
得
ら
る
べ
く
事 

一
平
地
新
田
神
明
宮
雨
請
御
礼
諫
の
節
は
、
本
郷 

三
組
、
外
枝
郷
三
組
共
別
格
の
客
分
と
し
て
平
地
新
田
の 

儀
は
、
御
神
事
執
行
の
行
司
と
相
定
め
、 

諸
事
前
顕
の
ふ
り
に
従
い
本
郷
並
び
に
外
枝
郷
共 

参
勤
の
節
は
御
宮
口
へ
出
迎
い
候
様
い
た
さ
る
べ
く
候 

神
楽
順
の
儀
は
先
ず
中
組
よ
り
舞
始
め
そ
れ
よ
り
南
組 

北
組
隔
番
、
向
山
新
居
飯
森
隔
番
平
地
新
田
の
儀
は 

舞
留
め
と
存
ず
べ
く
候
、
御
宮
下
り
順
の
儀
は
、
右 

神
楽
順
同
様
、
平
地
新
田
下
り
留
め
と
心
得
ら
る
べ
く
候
、
其
外 

御
宮
へ
移
動
の
節
は
、
本
郷
三
組
の
内
、
行
司
役 

新
居
飯
森
隔
番
、
本
郷
二
組
は
先
行
司
役
の
組 

お
さ
へ
と
心
得
ら
る
べ
く
候 

 
 

但
し
、
本
郷
三
組
、
枝
郷
三
組
共
、
客
分
招
請 

 
 

獅
子
の
儀
に
つ
き
、
平
地
新
田
庄
屋
方
相
勤
め 
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不
及
候
間
、
神
楽
不
残
相
済
次
第 

御
宮
ゟ
直
ニ
引
取
り
可
被
申
候 

一
雨
請
立
願
ニ
付
、
熱
田
、
津
島
、
田
戸
、
都
而
遠
方 

御
高
神
、
御
勧
請
、
御
出
迎
供
奉
之
節
、
道
順
之
儀 

本
郷
三
組
之
内
行
司
役
当
番
之
組
先
達
と
し
て 

夫
よ
里
平
地
新
田
、
向
山
、
新
井
飯
森
隔
番
、
本
郷 

二
組
ハ
、
先
行
司
役
之
組
お
さ
へ
た
る
遍
く
候
、
且 

氏
神
江
、
御
遷
座
之
上
、
神
楽
順
之
儀
ハ
先
ツ
平
地
新
田
ゟ 

舞
初
メ
、
夫
ゟ
向
山
、
新
井
飯
森
隔
番
、
本
郷
三
組
ハ 

行
司
役
当
番
之
組
、
可
存
舞
留
候
、
御
宮
下
リ
順 

之
儀
茂
、
右
神
楽
順
同
様
之
事 

一
初
午
諫
、
社
日
諫
、
苗
代
諫
、
農
業
諫
、
八
朔
諫 

神
送
、
神
迎
等
、
其
外
年
内
御
神
事
之
節 

六
組
立
会
之
儀
者
、
組
々
申
相
之
上
、
可
為
勝
手
次
第
候 

尤
立
会
之
節
者
、
組
々
順
席
可
被
相
用
事 

 

右
之
條
々
本
郷
於
御
神
社
者
枝
郷
三
組
を
賞
シ 

古
獅
子
向
山
定
先
神
楽
、
枝
郷
於
御
神
社
者 

本
郷
三
組
を
賞
シ
行
司
役
当
番
ニ
不
拘
、
古
獅
子 

中
組
先
神
楽
可
為
候
間
、
向
後
聊
心
得
違
無
之
様 

急
度
可
被
相
守
候
、
曰
克
己
復
礼
と
波
、
人
欲
之
私
ニ 

勝
ち
禮
に
帰
流
を
云
、
禮
能
要
者
和
を
貴
し
（と
）春 

其
奢
し
む
よ
里
ハ
寧
検
せ
よ
と
奢
越
い
満
し
む 

奢
ゟ
争
ひ
起
須
、
争
ふ
ハ
礼
に
非
春
、
日
神
者 

非
禮
を
受
給
春
、
可
慎
可
恐
、
譲
を
以
礼
之
実
情 

と
春
、
猶
此
上
ニ
茂
譲
ニ
不
如
、
為
後
日
改
格 

條
目
依
如
件 

 

文
政
九
年 

 
 
 

戌
三
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

乙
川
村
庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

杉
浦
義
平
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

善
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

組
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

太
九
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同 

 

藤
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同 

 

徳
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同 

 

佐
七 

 

戌
年
行
司
役
当
番 

 
 

中
組 

及
ば
ず
候
あ
い
だ
、
神
楽
残
ら
ず
相
す
み
次
第 

御
宮
よ
り
直
に
引
取
り
申
さ
る
べ
く
候 

一
雨
請
立
願
に
つ
き
、
熱
田
津
島
田
戸
す
べ
て
遠
方 

御
高
神
御
勧
請
御
出
迎
え
供
奉
の
節
、
道
順
の
儀 

本
郷
三
組
内
行
司
役
当
番
の
組
先
達
と
し
て 

そ
れ
よ
り
平
地
新
田
向
山
新
居
飯
森
隔
番
、
本
郷 

二
組
は
先
行
司
役
の
組
押
え
た
る
べ
く
候
、
か
つ 

氏
神
へ
御
遷
宮
の
上
、
神
楽
順
の
儀
は
先
ず
平
地
新
田
よ
り 

舞
始
め
、
そ
れ
よ
り
向
山
新
居
飯
森
隔
番
、
本
郷
三
組
は 

行
司
役
当
番
の
組
、
舞
留
め
と
ぞ
ん
ず
べ
く
候
、
御
宮
下
り
順 

の
儀
も
、
右
神
楽
順
同
様
の
事 

一
初
午
諫
、
社
日
諫
、
苗
代
諫
、
農
業
諫
、
八
朔
諫 

神
送
、
神
迎
な
ど
そ
の
外
年
内
神
事
の
節 

六
組
立
会
の
儀
は
、
組
々
申
し
相
の
上
、
勝
手
た
る
べ
く
次
第

候
、
尤
、
立
会
の
節
は
、
組
々
順
席
相
用
い
ら
る
べ
く
候 

 
右
の
条
々
本
郷
御
神
社
に
お
い
て
は
、
枝
郷
三
組
を
め
で
し 

古
獅
子
向
山
定
先
、
枝
郷
御
神
社
に
お
い
て
は 

本
郷
三
組
を
め
で
し
、
行
司
役
当
番
に
拘
わ
ら
ず
、
古
獅
子 

中
組
ま
ず
神
楽
さ
す
べ
く
候
間
、
今
後
、
い
さ
さ
か
も
心
得
違

い
な
き
様
急
度
相
守
ら
る
べ
く
候
、
曰
く
克
己
復
礼
（
論
語
）と

は
、
人
欲
の
私
に
勝
ち
、
礼
に
帰
る
を
い
う
、
礼
の
要
は
和
を
貴

し
と
す
、
そ
の
奢
ら
し
む
よ
り
は
、
寧
倹
せ
よ
と
奢
り
を
い
ま
し

む 奢
り
よ
り
争
い
起
こ
す
、
争
う
は
礼
に
あ
ら
ず
、
曰
神
は 

非
礼
を
受
給
ず
、
慎
む
べ
し
、
恐
れ
る
べ
し
、
譲
る
を
以
っ
て
礼
の

実
情
と
す
、
な
お
こ
の
上
に
も
譲
る
に
し
か
ず
、
後
日
の
た
め
、

改
格
條
目
依
っ
て
く
だ
ん
の
ご
と
し
。 

文
政
九
年 

 
 

戌
三
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

川
村
庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

杉
浦
義
平
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

善
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

組
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

太
九
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同 

 

藤
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同 

 

徳
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同 

 

佐
七 
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戌
年
行
司
役
当
番 

 
 

中
組 

亥
年
右
同
断 

 
 
 
 
 

北
組 

若
イ
者
中 

子
年
右
同
断 

 
 
 
 
 

南
組 

 
 此

書
付
條
目
毎
年
正
月
二
日
当
番
行
司
役
之
組
江 

相
渡
申
筈
之
事 

 

右
者
其
組
依
頼
條
目
写
相
認
差
遣
シ 

申
候
聊
心
得
違
無
之
様
可
被
相
守
候
依
而 

奥
印
頼
仕
候
以
上 

 

文
政
十
二
年 

 
 
 

丑
六
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

杉
浦
義
平
治 

○印 

                             

 

亥
年
右
同
断 

 
 
 
 
 

北
組 

若
イ
者
中 

子
年
右
同
断 

 
 
 
 
 

南
組 

 

此
の
書
付
條
目
毎
年
正
月
二
日
当
番
行
司
役
の
組
へ 

相
渡
し
申
す
は
ず
の
事 

 

右
は
、
そ
の
組
依
頼
條
目
写
相
認
め
さ
し
遣
わ
し 

申
候
、
い
さ
さ
か
も
心
得
違
い
こ
れ
無
き
よ
う
相
守
ら
る
べ
く
候
、

よ
っ
て
奥
印
頼
み
仕
り
候
以
上 

 

文
政
十
二
年 

 
 
 

丑
六
月 

 
 
 
 
 
 

庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

杉
浦
義
平
治 

○印 

 

※ 前
頁
「人
欲
」は
「「
人
の
欲
望
、
本
心
を
く
ら
ま
す
雑
念
」の
意 

前
頁
「寧
検
」は
「や
す
ら
か
で
謙
虚
」
意 


